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学芸発表会の意義 

10 月 26 日に学芸発表会が行われました。何でも主体的に

楽しむという、新たな牛込二中の伝統を受け継ぎながら、

「牛込二中らしい」のびのびとした発表会となりました。地

域の方からも「牛込二中の学芸発表会はあったかいですね」

とお言葉をいただきました。 

こうした学校行事はその日を楽しむことも大切ですが、そ

の日に至るまでの過程を大切にしてほしいと思っています。

伴走者や指揮者、パートリーダーたちにはそれぞれ特別なストーリーがあったでしょう。合唱を

いいものに仕上げるために人知れず練習したり、気持ちよく合唱練習が進むよう工夫を考えたり

…。役職につかなくても、一人一人にそれぞれのストーリーがあっただろうと思います。 

自分だけのストーリーをもつということは、自分の内面と深く向き合うということでもありま

す。自分はどんなことが得意で、何が苦手で、何を目指し、何をやりたいのか。学芸発表会へと

向かう過程の中で、そうしたことをなんとなく認識できたのではないでしょうか。 

自分の人生を切り拓いていくためには、自分の内面としっかり向き合い、どうしたらいいか考

えたり、大人に相談したりする。そうやって主人公として自分の人生を歩むことが大切です。 

学校行事はただ楽しむだけではなく、実はこうした目的をもって考えられています。学芸発表

会を通して、自分と向き合う。どうでしょう。ちょっとでも自分のことが分かってきましたか？ 

 

創造力をもつ 

 意図せずに人に迷惑をかけてしまうことがあります。電車

の中で、ちょっとよろけて人にぶつかるなんてことは日常茶

飯事です。迷惑をかけてしまったら、素直に謝ることですね。 

何気ない言動が大きく人を傷つけてしまうこともあります。

このことは、想像力をもつことで大部分避けることができま

す。自分の言動で、相手はどのように思うだろう。どれだけ

傷ついてしまうだろう、という想像力です。 

リスペクトと創造力があれば、相手を傷つける言動は減っていくでしょう。お互いにリスペク

トと想像力をもち、豊かで穏やかな人間関係をつくっていきましょう。 

 

 

 

 

３年生らしい立派な合唱を披露することが

できました。 

 

２年生の総合発表は鎌倉校外学習でした。 
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【教育目標】 自ら学び、考え、行動する人  思いやりと責任感のある人  健康で心豊かな人 

牛込二中ホームページです。 

新しい情報やお知らせなど、こちらを通

じて連絡いたします。 

 

「新・校長日記」は、週に 2，3 回程度

更新しております。学校だよりは、すぐ

ーるでも送信します。 
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